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香 り と記 号































一炉の香,二 炉の香 とつづき,そ して一番左
端が五炉の香を示す。このうち,同 じ香だと
思われるものを横線で結ぶ。そうすることに



































































































上,人 間の鼻はすぐに香 りに慣れて しまい,
判断そのものが長続きしない。 したがって,
先人の知恵は,嗅覚を味覚で表 し,曖昧な香
りを,記憶の中に固定化することを考え出し
た。組香にしばしば古典文学や和歌が取 り入
れられるのは,こ うした香りを,味覚で表現
する以上に,高度な遊戯性をもって,文学や
和歌の世界へと結びつけるための手段であっ
た。そうした中でも,源氏香之図は,香 りと
源氏物語の世界を,記号として結び,ま たそ
の記号そのものが非常にす ぐれた意匠を もつ
という,特殊な存在であるといえよう。
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